
専門高校における職業教育の実践例② ～地域産業の担い手育成プロジェクト（熊本県） ～
（卒業後それぞれの職業に就き、地域の産業・社会を担う人材の育成）

（出典） 「文部科学省、農林水産省連携事業 『地域産業の担い手育成プロジェクト』 平成20年度 実施報告書（１年次）」 より作成

●生徒の現場実習
望ましい勤労観、職業観を醸成するために年間を通じた

長期の実習を週1回、年間14回程度実施。

●農業経営者の実践的指導
第６次産業的な先進的な視点での知識・技術等の幅広い

授業を展開する。

●教員の農業経営者等での技術研修
農業経営者での技術研修等を実施し、総合的・複合的な

指導力や研究開発能力を高める。

●地域資源を活用した商品開発等共同研究
地域資源を活用した商品開発等共同研究を充実させる。

●地域の農業に貢献する実践的農業技術者・地域リーダー

●地域農業界と連携・協働した共同研究等による地域活性化

●教員の総合的な指導力及び研究発能力の向上

●農業関係高校１２校での熊本版農業経営者等人材育成デュ
アルシステムの導入

●「農業経営者育成プログラム」の定着と継続した人材育成

事 業 内 容

将 来 像

３年後の自立化

平成20年度の達成目標

①生徒の現場実習の日数
：１４日以上

②農業経営者等による特別
授業の満足度：８０％以上

③地域資源を活用した新商
品等共同研究と地域課題解
決への取組：1校１開発以上

熊本県立菊池農業高等学校、鹿本農業高等学校、阿蘇清峰高等学校の取組

目 標 実 績

①３～１４日
※学校によりバラツキが生じた。

②９０．８％

③１校１開発
菊池農業高校（ヤーコンソーセージ）
鹿本農業高校（コメロンパン）
阿蘇清峰高校（湧水を活用したイチゴ栽
培の基礎技術）
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専門高校における職業教育の実践例③ ～地域産業の担い手育成プロジェクト（茨城県教育委員会・日立商工会議所） ～

（体験的な学習や地域企業と連携を図った現場での長期間の実習など、実践的な教育活動を積極的に実施している事例）

（出典） 「平成20年度 中小企業ものづくり人材育成事業（工業高校等実践教育導入事業）に係る成果事例集」（経済産業省中小企業庁）より作成

●内容
日立工業高等学校の２年生の生徒１７名が、地元企業で１年間にわたって技術実習を行った。
生徒の希望に即した実習が積めるように配慮されるなど、将来の進路に役立つ技術の習得
努めた。変電器製造業の茨城電機工業（株）では、実際に製品を作る責任を伴う作業のほか、
仕組みへの理解や達成感を味わうため、小型機器を独自で作る過程や社会としてのルール
・職業観・勤労観についても熱心な指導がなされる。

●成果
実習は週１回継続的に実施していることから、生徒の技術・技能・職業観の向上や、成果発
表会に見られるコミュニケーション能力の向上などがあった。また、生徒及び高等学校との受
け入れ企業に良好な関係が築かれつつあり、実習以外の学校の取り組みにも企業の協力が
得られるなど高等学校と地元企業にとって、新たな協力関係が生まれはじめている。この取
り組みは、事業全体の核となる取り組みで、茨城県の広報ＴＶ番組でも紹介された。

〈取組校の例〉 茨城県立日立工業高等学校

県内屈指の工業地帯である日立地域を核として、県北の４商工会議所等が、地元の
工業高校等及び県教育委員会と連携し、地域のものづくりを担う人材育成を図るた
め、デュアルシステムを核とした生徒の企業実習、ＩＣタグや省エネカーの研究など地
元企業と一体となった事業を展開している。また、これまで繋がりの薄かった４校が、
共同で小学生向けのイベントや、ワークショップを実施するなど、取組を地域全体に
広げる試みを推進している。

事業の概要

取 組 校
茨城県立日立工業高等学校、茨城県立高萩清松高等学校
茨城県立常陸大宮高等学校、茨城県立勝田工業高等学校
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専門高校における施設・設備等を効率的・効果的に活用している例

●拠点校の整備

農業・工業及び商業の各学科については、地域的なバランスを考慮し

ながら拠点校化し、普通科や総合学科も含めた本県における職業教育

のセンター的な機能を持たせるため、学科の改編を含めた教育内容の

見直しを行うとともに、最新の施設・設備を重点的に整備

県立高等学校再編整備基本計画（関連部分）

●生涯にわたり学び続ける意欲をもったスペシャリストの育成

拠点校の目指す教育

○ 産業の高度化に対応した、専門性の習得
○ 高度な資格取得
○ 上級学校への進学
○ 県内企業への人材供給
○ 県内の職業教育のセンター的役割

専門高校の拠点校整備（広島県教育委員会） 県を越えた同一学科の連携（栃木県と茨城県の水産高校）

○栃木県立馬頭高等学校

・ 全国唯一の淡水魚を主とした栽培漁業を行う水産科を有する普通

科との併設校

○茨城県立海洋高等学校

・ 本科４クラス（海洋技術科、海洋食品科、海洋情報科、海洋工学

科）及び専攻科を有する水産科単独校

・ 全国でも有数の水深１０メートルの潜水プールを整備。

連 携 校 の 現 状

連 携 の 内 容 等

１ 目的
船と海に対する理解を深めさせるとともに、河川では実施でき

ないカッターを主とした実習を行うことにより集団の一員として
の協調性を養う。
２ 内容
カッター、潜水、ロープワーク

３ 使用施設・設備
茨城県立海洋高等学校所有のカッター、潜水プール、潜水機材等

１ 目的
ダイビング（潜水）に関する基礎的な知識と技術についての指

導を行うことで、ダイビングの概要を理解させ、栽培漁業や海洋
環境等に生かす術を身に付けさせる。
２ 内容
高等学校潜水検定３級（民間のBasic Diverクラス）の内容に

沿って実施。
３ 使用施設・設備

茨城県立海洋高等学校所有の潜水プール、潜水機材等

●潜水実習（３年次）

●水産基礎の基礎実習（１年次）

茨城県の施設・設備を活用した馬頭高等学校の実習内容

尾道商業

広島商業

庄原実業

福山工業

西条農業

広島工業

学校名

平成２０

平成１９

平成１９

平成１８

平成１７

平成１６

整備年度

・中学生の販売実習
等

販売促進実習のための模擬
オフィス等の整備

・中学校出前授業
等

販売実習室及び販売実習の
ための付属設備整備

・他校への先端技術
等の提供

園芸用温室及び実習棟建築
太陽光発電ｼｽﾃﾑ設置工事

・地域の高校生等に
拠点校設備公開 等

レーザー加工機整備
ＮＣ旋盤教育システム 等

・動物バイオに係る
研修会 等

動物科学棟建築

・工業高校生等対象
の技術講習会 等

レーザー加工機整備
３次元測定器整備 等

センター的役割例整備内容
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不登校や中途退学を経験している生徒等の受入れに
対応している専修学校高等課程の例

【生蘭学園生蘭高等専修学校】 神奈川県綾瀬市

（取組内容）

○ 「中学校時代欠席が多かった生徒や学習面でつまづきのある生徒を対象にした「適応コース」を設置。同コースにおいて、少
人数制の個々の状況・特徴に応じた多様なクラスを開設。

・適応クラス・・・１クラス16名～20名の少人数で、対人関係が苦手であったり、中学校時代欠席が多かった生徒が、基礎学習

から応用力まで力を伸ばすことを目標とする。

・学習開発クラス・・・１クラス16名～20名の少人数で、基礎学習の定着を目標に、一つ一つの学習を丁寧に実施する。

・基礎クラス・・・１クラス25名～30名の普通学級。学習の基礎的内容の復習から開始し、着実に基礎力を高める。

【岩谷学園高等専修学校】 神奈川県横浜市

（取組内容）

○ 「中学校で欠席が多かった」、「コミュニケーションが苦手」等の特徴をもつ生徒のために、生徒が学校の学習・生活の流れに
スムーズに乗れるよう、放課後学習・個別指導の場（「アップルーム」）を設置・常時開放し、サポートを実施。

○ 一人一人の進路・目標を見据え、生徒の基礎学力の定着や技能修得（各種検定・資格試験）に向けた特別授業（「ダブルアッ
プ」）を実施（週１回）。

○ スクールカウンセラーを配置し、生徒の学校生活における悩みや保護者からの相談に対応。

【武蔵野東技能高等専修学校】 東京都武蔵野市

（取組内容）

○ 編入学試験、編入学枠の設定など、高等学校等中退者向けの受入れ体制を構築。

○ １クラス35人前後、かつ、習熟度別の学級編制。１クラスに担任・副担任の２人の教員を配置し、生徒一人一人の個性・適正

を踏まえつつ、きめ細やかな指導を実施。
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専門教育専門分野の教育

専門教育
専門分野の教育

専門教育
幅広い職業意識の形成に着目した授業科目

高等教育段階におけるキャリア教育の取組

・自己分析・職業適性検査 ・キャリアセンターにおける進路・就職相談

・アドバイザーの配置
・就職説明会
・学内企業説明会

・履修指導 ・就職対策講座（PC、語学、ビジネスマナー等）
・補習授業 ・資格対策講座

正
課
教
育

入学

正
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外
活
動
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生
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援
）
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礎
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・
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能
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の
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門
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能
力
の
育
成

入学前段階や入学初年次における
後期中等教育からの円滑な接続や学びへ
の意欲の向上のための教育上の配慮

入学から卒業までを見通したキャリア教育

正
課
外
教
育

卒業

身
に
付
け
る
べ
き
能
力
の
明
確
化
と
到
達
度
の
評
価

３

４

一人一人のキャリア形成に応じた支援５

後
期
中
等
教
育
と
高
等
教
育
の
連
携

７

教育課程の中に位置付けられたキャリア教育２

男女共同参画の視点を踏まえたキャリア教育６

１
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入学決定

入学前ガイダンス

2年次～4年次

卒業

1年次（初年次）

【１】 入学前段階や入学初年次における後期中等教育からの円滑な接続や学びへの意欲の向上のための教育上の配慮

入学初年次において学生自身に学生生活と卒業後の自分を考えさせ、高等教育機関で学ぶことの目的意識を持た
せることなどにより、キャリア形成を行う基盤を培うための取組を実施。

１年次における通年必修の「基礎ゼミ」において、４年間の学生生活と、卒業後の自分を考え、大学
で学ぶ目的意識や、大学生活における具体的な目標を学生に持たせる一連のプログラムを実施。

● 先輩や同級生とコミュニケーションすることを通じて、自らのキャリアデザインを具体的に描き、
大学時代に挑戦すべきこと、習得すべきことを明確にしていく。

● グループワークを効率的に推進していくための基礎的な技術（コーチング、ロジカルシンキング、
ディベート、プレゼンテーションなど）を習得する。

● グループワークとPBL（ex. 学園祭での模擬店出店）を組み合わせた教育活動を行うことによっ
て、自らに不足している知識・スキルの認識や、２年次で移行する専門科目の学習に向け、大学
時代に習得すべき知識・スキルを明確にする。

● これからの大学生活で積みたい経験を具体的に記入する「未来履歴書」の作成等から、自身の
人生経験を意識的に作りあげる「キャリアデザインの視点」を習得する。

大学からの一方向のガイダンスではなく、学生が能動的に参加する形式（体験型プログラム）を通し
て、学生生活を過ごすために必要な情報を伝達。

● 人間関係構築のきっかけ
必修「基礎ゼミ」のクラス単位での新入生・担当教員の自己紹介や、新入生がクラブ紹介ブースや
専任教員ブースをラリー形式で個別に訪問し、先輩や教員と授業開始前に接する機会を提供。

● キャリアデザインの意識付け（アカデミックライフデザイン、アカデミックキャリアデザイン）
学生生活全般についての重要事項を学ぶとともに、大学で過ごす４年間をイメージする。また、
キャリア意識・開発の重要性を知り、カリキュラムやゼミナール、留学制度などについて理解を深め
ながら、大学生活について考えるきっかけを提供する。

（例）嘉悦大学

参考URL：http://www.kaetsu.ac.jp/first ed.html
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【１】 入学前段階や入学初年次における後期中等教育からの円滑な接続や学びへの意欲の向上のための教育上の配慮

入学者の学習意欲の醸成、学習習慣の確立のため、高大連携校の高校教員と組織した研究会を設置し、問題意識
の共有と解決策の検討を行い、大学での学習にスムーズに移行できるよう入学前教育を実施。

（例）湘北短期大学

●コミュニケーションリテラシーの開講

そこで、平成１９年度から、学生が高い目
標意識の下に学ぶための「動機付け」を行
うとともに、将来社会人として仕事をする上
でコミュニケーション能力が重要であること
を理解するため、連携高校の推薦入試合格
者を対象として、高校在学中に「コミュニ
ケーションリテラシー」を開講している。

また、入学者の学力低下の背景として、大
学入学時の学ぶ意欲、学ぶ習慣が希薄で
あるという課題認識。また、早期に進学を決
定した高校生の学習意欲維持について、高
校教員との問題意識を共有。

●リベラルアーツ教育研究会の設置

平成18年度より、連携高校の教員及び大学の全学科からの教職員が参加
する連携協議会を設置しており、高校教育の実情を深く理解した上で、短期
大学教育を最適化する取組を実施。

また、こうした取組も踏まえ、新
たに企業人も含めたリベラルアー
ツ教育研究会活動を準備中。人
材育成に対する要望や課題認識
の共有等を行い、教育改善につな
げていくための取組を行う。

参考URL：http://www.shohoku.ac.jp/introduction/program_04.html

企業・高校教員に対するアンケートの結果
も踏まえ、将来社会人・職業人として必要な
能力として、「コミュニケーション能力」が学
生に特に求められていると認識。
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【２】 教育課程の中に位置付けられたキャリア教育

教育課程全体において、専門教育とキャリア教育の融合を目指して、社会人・職業人への移行期としての、大学生活を有意義
に過ごすための各種プログラムを展開することを通じて、教職員・学生の人的ネットワークの拡充・活用を推進。

●キャリアデザイン（CD）Ⅰ～Ⅳ
キャリア形成のための力を身
に付ける全学対象科目。キャ
リアポートフォリオを使用し、
グループワークを導入してい
る。 就職活動の準備ではな
く、大学生活や、大学で学ぶ
専門領域が自分のキャリア
形成にとってどんな意味を持
つのか、ということを考えさせ、
年次進行に従って
・ＣＤⅠ 「未来の自分」
・ＣＤⅡ 「専門分野をもつとい

うことの意味」
・ＣＤⅢ、Ⅳ 「仕事や社会と

の接点」
について学んでいく。

学 生

大 学
組 織

教職員

ＣＡＲＩＯ

FD/SD

キャリアポートフォリオ制度の
積極的な運用を通してキャリ
ア形成に向けた全学教職員
及び学生の参加を実現する。

キャリア支援室・就職課
学生生活支援室・学生生活課
教育企画室・教育企画課

専門教育とキャリア教育の融合プログラム

キャリアポートフォリオ（CARIO）を
中心とした人的ネットワーク

（例）筑波大学

●「学問と社会」
専門教育の一環として開講される科目。
内容は教育組織ごとに異なるが、それぞれの分野
における専門的学問領域と社会のつながりについ
て考える機会を提供される内容となっている。
この科目を学ぶことを通じて、その専門分野を修
めることが自分にとって、また社会にとってどのよ
うな意味を持つのかを考える機会となる。

●フレッシュマン・セミナー
全教育組織で必修の初年次教育科目。
新入生がスムーズに学生生活に入るた
めの指導、いわゆる受身の学習から主体
的自覚に基づく学問への転換等を目的と
した授業である。また、キャリアポートフォ
リオを使った授業プログラムも担当教員
の裁量において行われる。

●キャリアポートフォリオ（ＣＡＲＩＯ）
学生が大学生活の記録を綴じ込むファイ
ル。入学時に全学生に配付され、各学生
が経験からの気付きを手書きで記録し、
集約する過程において、自己の外在化や
客観視、キャリアに関する情報の集約、
目標の設定や再検討・再構築の機能が
発揮されることが期待される。
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【３】 入学から卒業までを見通したキャリア教育

卒業後を見通したキャリアデザインに基づいたキャリア形成のため、入学時から各学年での学習成果を着実に積
み上げることで、卒業後の進路実現と共に社会人・職業人として必要な能力を自ら培っていく取組を実施。

ポートフォリオシステムを活用して、正課内外における教育活動や、その達成度を記録し、自己点検評価を行う。また、自分の将来の
目標設定と、その達成に向けた具体的な行動目標設定、行動目標とその結果の明確化によるキャリアデザインの自己管理等を行う取
組を実施している。

キャリアポートフォリオは、卒業後を見据えて、 １年次から自立・自助的
に各自の可能性を広げる行動を開始することが求められること、一度描
いたキャリアデザインは時間とともに変化し、人生の節目ごとに描き直
す必要があることなどを念頭に設計されている。具体的には、社会に出
た後も自己成長型のキャリアデザインとキャリア形成を進めることがで
きるようにするため、自分史、自己実現目標などを記録するワークシー
トを用いて、随時それを各自の自己点検に活用することを習慣化するレ
ベルで身に付けさせ、目標への接近度や達成度を確認しながら次の行
動設計に反映させる力を育成する取組を行っている。

（例）金沢工業大学

【キャリアポートフォリオ（ワークシート） イメージ図】
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